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咸新小学校 ４年 河端  悠希最優秀賞最優秀賞

▶ 

作
文
の
受
賞
者

▶ 

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
受
賞
者

たくさんの市内小・中・高校生の
皆さんからメッセージをいただきました。
どうもありがとうございました★ 
街中が青少年や大人の
メッセージをわかりあえるなんて、
素敵なことではありませんか。

応募総数　3,864点
小学生
中学生
高校生

◆
◆
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点
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点

作　文

入賞数　　   339点
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優秀賞
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佳 作

◆
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◆
◆
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点
点
点
点

応募総数　2,970点
小学生
中学生
高校生

◆
◆
◆

2,703
266
1

点
点
点

入賞数　  　 301点
最優秀賞
優秀賞
入 選
佳 作

◆
◆
◆
◆

10
26
43
222

点
点
点
点

図画・ポスター

プラザ萬象 小ホール
平成29年3月11日(土)

平成２３年度平成２８年度

表彰式
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中央小学校 ２年 ふじ田 一し最優秀賞最優秀賞 中央小学校 １年 宮川 璃子最優秀賞最優秀賞

敦賀南小学校 ３年 佐倉井 琴乃最優秀賞最優秀賞

青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ
青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 ふじ田　一　し
河　瀬　みのり
小　森　七　海
山　口　ひなた
藤　原　彩　華
山　中　いろは
平　野　心　望
田　辺　美沙希
松　林　璃　心

中 央 小

敦賀北小

松 原 小

粟 野 小

敦賀南小

敦賀南小

松 原 小

中 郷 小

粟野南小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 友　葭　佑　月
田　辺　怜　音
成　松　周　哉
滝　波　参　叶
矢　田　桃　子
関　地　伽　音
中　村　心　香
泉　　　璃　音
林　　　香里奈

中 郷 小

敦賀北小

中 央 小

東 浦 小

敦賀北小

中 央 小

中 郷 小

粟 野 小

粟野南小

小 学 ５ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 宮　川　璃　子
嶽　　　桜　歌
龍　頭　　　萌
上　田　　　新
橋　本　羚　生
島　津　篤　志
山　本　煌　流
落　合　皇　介
千　味　優　晟

中 央 小

敦賀西小

敦賀南小

咸 新 小

敦賀北小

中 央 小

中 央 小

中 郷 小

粟 野 小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 佐倉井　琴　乃
加　藤　奈々美
小　泉　雪　音
山　澤　叶　愛
徳　本　芙　優
吉　澤　真結子
加　藤　花　音
豊　田　龍太郎
伊　藤　百合香

敦賀南小

敦賀南小

敦賀南小

粟 野 小

敦賀西小

敦賀南小

中 央 小

中 郷 小

粟 野 小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 竹　阪　安　理
津　田　ひなた
林　　　理　人
山　本　凌　雅
菊　池　ほのか
竹　中　　　菫
常　見　優　斗
手　島　彩　芽
今　川　陽　太

中 央 小

中 央 小

中 央 小

粟野南小

敦賀南小

中 央 小

中 央 小

中 央 小

中 郷 小

小 学 ６ 年 生

平成

年度
28

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 河　端　悠　希
森　　　良　紘
礒　部　綺愛来
山　下　柑　奈
青　山　和　樹
小　森　夏　怜
外　村　美　杜
山　本　刀　弥
高　木　日　和

咸 新 小

赤 崎 小

粟 野 小

粟野南小

敦賀南小

敦賀南小

敦賀南小

中 郷 小

粟野南小

小 学 ４ 年 生

　　

平
成
２９
年
度
も
、
皆
さ
ん
が
感
じ

た
こ
と
を
描
い
た
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
や

考
え
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
た
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

　　

青
少
年
の
皆
さ
ん
、
一
般
の
皆
さ
ん

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

★
募
集
開
始
は
１２
月
初
旬

　
　
の
予
定
で
す
。
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中央小学校 ６年竹阪 安理
最優秀賞最優秀賞

中郷小学校 ５年友葭 佑月
最優秀賞最優秀賞

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、ヒ
ー
ロ
ー

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
そ
が

し
い
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
に
か
わ

っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い

る
。
わ
た
し
と
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
学
ど

う
の
お
む
か
え
や
、
な
ら
い
ご
と
に
つ
れ

て
い
っ
て
く
れ
た
り
、
し
ゅ
く
だ
い
の
お

ん
ど
く
を
き
い
て
く
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

ど
れ
も
た
い
へ
ん
な
こ
と
な
の
に
、
い

つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
え
が
お
だ
。
そ

し
て
、
と
っ
て
も
や
さ
し
い
け
れ
ど
、
だ

め
な
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
だ
め
だ
と
い
っ

て
お
し
え
て
く
れ
る
。

　

そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
た

ち
か
ぞ
く
だ
け
で
な
く
、
だ
れ
に
で
も
し

ん
せ
つ
に
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
よ
ご
れ
て
い
た
ら
、
じ
ぶ
ん
の
ゴ

ミ
で
な
く
て
も
ひ
ろ
っ
て
い
る
し
、
お
と

し
よ
り
の
た
め
に
お
む
つ
た
た
み
に
も

い
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

わ
た
し
は
、
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
か
な
っ
て
お
も
う
。
で
も
、
そ
ん

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
す
て
き
だ
な
と
も

お
も
う
。

　

こ
の
ま
え
、
こ
う
え
ん
を
さ
ん
ぽ
し
て

い
た
ら
、
水
の
み
ば
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て

い
た
。
さ
い
し
ょ
は
ど
う
し
よ
う
か
な

敦
賀
南
小
学
校　

一
年　　
つ
じ　

ゆ
あ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 辻　　　悠　晶
糊　谷　龍　星
村　尾　望　空
吉　岡　琉　愛
上野山　斡　空
島　津　珠璃亜
橋　詰　　　茜
久保田　眞　斗
矢賀部　裕　都

敦賀南小

松 原 小

中 央 小

中 央 小

中 央 小

中 央 小

中 央 小

粟 野 小

粟野南小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 中　島　明日花
國　立　冴耶香
上　塚　朱　寿
平　口　なつみ
川　嵜　　　凜
藤　原　　　円
丸　山　　　夢
泉　田　茉以莉
小　林　瑠　奈

粟 野 小

敦賀西小

赤 崎 小

粟野南小

敦賀西小

敦賀南小

中 央 小

粟野南小

粟野南小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 大和田　侑　駿
林　田　蒼二郎
山　川　花　奈
西　村　奏　来
大　藤　咲　来
山　本　娃　良
山　崎　　　琴
松　本　珠　優

沓 見 小

松 原 小

松 原 小

松 原 小

中 央 小

中 央 小

粟 野 小

粟野南小

小 学 ５ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 三　輪　実　由
橋　本　青　芭
下　畑　遼太郎
松　本　萌々花
中　村　紗　彩
川　口　日　葵
　　田　遥　希
筒　江　くるみ
吉　村　尚　悟

敦賀南小

中 央 小

中 郷 小

粟野南小

中 央 小

赤 崎 小

中 郷 小

粟 野 小

粟野南小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 田　邊　みゆう
甲　斐　静　花
長谷川　ほのか
遊　佐　虹　香
岡　本　梨　奈
吉　野　有　祐
中　村　志　穂
長谷川　侑　那
山　口　喜　生

粟野南小

松 原 小

粟 野 小

粟野南小

敦賀南小

敦賀南小

中 央 小

中 央 小

沓 見 小

小 学 ６ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 丸　谷　亮　仁
宮　本　葉　月
山　本　佳　奈
伊　藤　朱　音
森　口　甚　八
水　上　紗　希
吉　岡　琉　生
森　野　巧　巳
澤　田　絆　生

粟野南小

松 原 小

松 原 小

中 央 小

松 原 小

中 央 小

中 央 小

赤 崎 小

粟 野 小

小 学 ４ 年 生

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。 http://seisyounentsuruga.net

と
か
ん
が
え
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
と
め

に
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
わ
た
し
を
見
て
、
お
か
あ
さ
ん
が

え
ら
い
ね
と
、
ほ
め
て
く
れ
た
。
わ
た
し

は
、
す
す
ん
で
い
い
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
し
、

こ
れ
か
ら
も

ま
た
、
が
ん
ば

ろ
う
と
お
も

っ
た
。

　

こ
ん
な
と

き
に
、
わ
た
し

は
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
こ
と

を
お
も
い
だ

す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
、
き
っ
と
お
な
じ
こ
と
を
す
る
だ

ろ
う
な
っ
て
。

　

わ
た
し
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ま
ご

で
よ
か
っ
た
と
お
も
う
。
じ
ま
ん
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
だ
。
こ
れ
か
ら
も

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
み
な
ら
っ
て
、一
つ
で

も
い
い
こ
と
を
ふ
や
し
た
い
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
わ
た
し
も
み
ん

な
の
こ
と
を
た
い
せ
つ
に
で
き
る
ヒ
ー

ロ
ー
に
な
り
た
い
。
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（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 藤　木　　　蓮
斎　藤　凪　結
井　上　颯　太
国　京　玲　奈
徳　永　みそら
早　瀬　夏　鈴
水　井　義　生
四　川　愛　海
髙　橋　芽　愛

粟 野 中

気 比 中

松 陵 中

粟 野 中

気 比 中

気 比 中

気 比 中

粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 野　村　愛　美
村　中　沙弥香
丸　岡　羽　凜
辻　　　七波子
矢　部　綸　乃
岩　谷　美　羽
矢　毛　　　萌

気 比 中

気 比 中

気 比 中

気 比 中

松 陵 中

粟 野 中

敦賀気比
高付属中

中 学 ２ 年 生

（ ）最優秀賞 陳　　　芸　率 敦賀気比高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 浅　妻　佑　佳
領　家　明　代
中庄治　ま　の
髙　橋　世莉子
上　田　菜　乃
中　村　友　美
今　川　皓　大
戸　羽　穂乃希

粟 野 中

気 比 中

松 陵 中

気 比 中

気 比 中

粟 野 中

粟 野 中

中 学 ３ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

特
別
な
時
間

松
陵
中
学
校　

一
年　　

柳
下　

美
月

　

昨
年
の
秋
の
こ
と
で
す
。
数
日
間
家
の
中

が
い
つ
も
よ
り
静
か
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
高
校
生
の
兄
が
修
学
旅
行

で
沖
縄
に
出
か
け
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
兄

は
家
の
中
で
そ
ん
な
に
話
を
す
る
タ
イ
プ
で

は
な
い
の
で
す
が
、
明
ら
か
に
家
の
中
は
い
つ

も
と
違
っ
た
雰
囲
気
で
し
た
。
私
は
母
に

「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
居
な
い
と
静
か
や
け
ど
ち
ょ

っ
と
さ
み
し
い
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と

母
は

「
そ
う
や
ね
。
で
も
あ
と
一
年
も
し
た
ら
大
学

行
っ
て
居
な
く
な
る
か
ら
、
ず
っ
と
こ
ん
な
感

じ
や
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
母
の
言
葉
を

聞
い
て
、
家
族
五
人
が
こ
の
家
で
過
ご
す
の
は

あ
と
一
年
な
ん
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

兄
は
今
年
の
春
か
ら
高
校
三
年
生
に
な
り

ま
す
。
家
か
ら
は
通
学
に
電
車
で
一
時
間
以

上
か
か
る
の
で
、
朝
早
く
家
を
出
て
行
き
ま

す
。
冬
の
時
期
に
は
ま
だ
外
は
夜
の
よ
う
に

暗
い
で
す
。
放
課
後
は
部
活
動
が
あ
る
の
で

帰
り
も
遅
く
な
り
ま
す
。
平
日
一
日
の
う
ち

家
に
居
る
の
は
十
時
間
程
で
す
。
そ
れ
で
も

兄
は
こ
の
二
年
間
一
日
も
休
ま
ず
一
回
も
遅

刻
せ
ず
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
兄
は
将
来

就
き
た
い
職
業
に
就
く
た
め
に
毎
日
勉
強
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
兄
を
す
ご

い
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
や
は
り
小
さ
い
時
か
ら
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
る
と
嫌
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

食
べ
た
い
お
や
つ
の
取
り
合
い
や
見
た
い
テ

レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
争
い
は
数
え
切
れ
な
い

程
や
り
あ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
声

に
出
し
て
「
も
う
、
ど
っ
か
行
け
」
と
言
い
ま

し
た
。
最
近
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
が
宿
題
を
し
て
い
る
と
兄
が
学
校
か

ら
帰
っ
て
き
て
食
事
を
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を

観
は
じ
め
、
そ
の
う
ち
大
き
な
声
で
笑
い
始

め
ま
し
た
。
こ
っ
ち
は
集
中
し
て
勉
強
を
し

て
い
る
の
に
、
気
が
散
っ
て
集
中
で
き
ま
せ

ん
。
私
は
本
当
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
「
居
な
く
な

れ
ば
い
い
の
に
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
ん
な
兄
で
も
居
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
兄
が
私
や
姉
の
先
頭
を
切
っ
て

色
々
と
手
本
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

特
に
小
学
生
の
時
に
務
め
た
児
童
会
長
で
は
、

兄
が
ま
ず
児
童
会
長
に
な
り
そ
の
後
姉
も
児

童
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
六
年
生
に
な

っ
た
時
、
自
分
自
身
も
兄
や
姉
の
よ
う
に
児

童
会
長
に
な
り
た
い
と
思
う
反
面
、
こ
ん
な

自
分
に
務
ま
る
の
か
と
不
安
に
も
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
ん
な
時
に
浮
か
ん
だ
の
が
兄

の
姿
で
し
た
。
兄
も
児
童
会
長
に
な
る
時
に

は
様
々
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
乗
り
越
え
た
事
で
そ
れ
ま
で
以
上
に
立

派
な
兄
に
な
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
兄
が

六
年
生
の
時
、
体
育
大
会
の
開
会
式
で
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
た
姿
を
見
て
二
年
生
だ
っ
た

私
は
と
て
も
誇
ら
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
児
童
会
長
に
立
候
補
し
よ
う
か
迷
っ

て
い
た
私
の
背
中
を
、
心
の
中
で
押
し
て
く

れ
た
の
は
兄
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
う
と
、

私
に
と
っ
て
兄
は
人
生
の
先
輩
な
の
か
な
と

感
じ
ま
す
。

　

兄
は
今
度
の
春
休
み
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学

へ
二
週
間
研
修
に
行
き
ま
す
。
医
師
に
な
る

と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
日
々
の
勉
強
だ

け
で
な
く
様
々
な
行
事
や
研
修
会
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
兄

と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。

今
は
耳
ざ
わ
り
な
兄
の
笑
い
声
も
そ
の
う
ち

聞
け
な
く
な
る
の
か
と
思
う
と
寂
し
く
な
り

ま
す
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
兄
と
の

時
間…

残
り
四
百
日
程
。
こ
れ
か
ら
兄
と
家

族
五
人
で
過
ご
す
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
て

特
別
な
時
間
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
手
本
で
あ
り
目
標
で
も
あ
る
兄
に
少
し

で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
兄
の
よ
う
に
何
事
に

も
挑
戦
し
、
あ
き
ら
め
ず
に
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

敦賀気比
高付属中

敦賀気比
高付属中
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粟野中学校 １年 藤木　蓮最優秀賞最優秀賞

粟野中学校 ３年 浅妻 佑佳
最優秀賞最優秀賞

気比中学校２年 野村 愛美
最優秀賞最優秀賞

敦賀気比高等学校 ２年 陳　芸率
最優秀賞最優秀賞

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 柳　下　美　月
澤　田　結　生
橋　詰　文　乃
徳　本　優　奈
斎　藤　華　純
中　村　航　大
中　本　彗　翔
初　山　優　芽
星　田　　　曜

松 陵 中

粟 野 中

粟 野 中

気 比 中

松 陵 中

粟 野 中

粟 野 中

粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 松　居　俊　伍
柳　下　文　音
松　居　桜　子
安　居　丈　晴
南　　　日菜子
石　崎　未　来
岸　本　七　海
松　尾　彩　未
立　石　紗　也

松 陵 中

粟 野 中

松 陵 中

粟 野 中

粟 野 中

粟 野 中

中 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 山　岸　茂　直
坂　下　杏　瑞
原　田　宗　汰
村　上　友　紀
杉　本　京　平
髙　橋　萌　奈
小　島　美　咲
冨　田　明　花
田　邉　　　泉
安　井　真　那

敦 賀 高

敦 賀 高

敦 賀 高

敦賀工業高

敦 賀 高

敦 賀 高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀気比高

敦賀気比高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 森　　　美　月
寺　田　大　悟
山　口　拓　海
石　丸　拓　矢
浦　田　芽唯奈
永　谷　　　仁
増　田　尚　登
山　口　大　輝

敦 賀 高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

高 校 ３ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 坂　井　裕　香
山　川　咲　愛
田　邉　華　子
山　本　菜　月
吉　田　奈　央
上　田　秀　哉
上　野　朋　生
江　原　　　壮
神　門　理　音

敦 賀 高

敦 賀 高

敦賀気比高

敦賀気比高

敦 賀 高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀工業高

敦賀気比高

高 校 １ 年 生

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。 http://seisyounentsuruga.net

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 宇佐美　　　賢
中　村　優　希
熊　野　杏　耶
清　水　愛　馨
下　西　佑　季
山　荘　琴　波
矢　毛　　　萌
前　田　　　琳

粟 野 中

松 陵 中

粟 野 中

粟 野 中

気 比 中

角 鹿 中

粟 野 中

中 学 ２ 年 生

敦賀気比
高付属中

敦賀気比
高付属中

敦賀気比
高付属中

敦賀気比
高付属中

敦賀気比
高付属中
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平成２９年度の予定

お問い合せ申込先 ☆青少年健全育成敦賀市民会議推進員部事務局 （少年愛護センター内）
☆各小学校

昨
年
度
の

　
様
子
で
す
♪

前
回
の

 

様
子
で
す
♪

ひまわり塾ひまわり塾ひまわり塾
平成２９年度

たくさんのお友達の参加をお待ちしています。

　

平
成
29
年
度
の
『
ひ
ま
わ
り
塾
』
が
７
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
28
年
度
は
、「
手
打
ち
そ
ば
」

や
「
お
ぼ
ろ
昆
布
」
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
食

べ
、
火
力
発
電
所
で
は
「
24
時
間 

３
６
５
日
」

電
気
を
作
る
説
明
を
聞
き
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
「
私
た
ち
の
生
活
排
水
を
き
れ
い
な

透
明
の
水
に
戻
す
仕
組
」
の
見
学
な
ど
楽

し
か
っ
た
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
年
は
、「
手
打
ち
そ
ば
」
や
「
お
ぼ
ろ
昆

布
」
と
「
北
陸
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
見
学
」
と

「
敦
賀
の
工
場
見
学
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
お
友
達
と
新
し
い

体
験
に
挑
戦
し
て
、
敦
賀
の
こ
と

を
楽
し
く
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

注）企画内容につきましては、変更となる場合もあります。

今年は

平成28年11月
23日(祝)

9時30分～

  あいあいプラ
ザ

    ふれあいホ
ールにて

● 

テ
ー
マ

「 

子
ど
も
た
ち
の

   

安
全
を
守
る
た
め
に

   

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

「ネットワークビギナーのための情報
  セキュリティハンドブック」を活用してください。

子
ど
も
の
安
全
講
演
会

子
ど
も
の
安
全
講
演
会

　

平
成
28
年
度「
子
ど
も
の
安
全
講
演
会
」を
11
月
23
日

（
水
：
勤
労
感
謝
の
日
）、あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議
主
催
、同
推

進
員
部
と
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
主
管
し
て
の
講
演
会
で
、

60
名
を
超
え
る
会
員
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
、敦
賀
警
察
署
生
活
安
全
課
鈴
木
一
矢
課
長『
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
』と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
便
利
さ
の
裏
に
あ
る
怖
さ
な
ど
を
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
資

料
な
ど
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
内
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
事
案
な

ど
の
気
に
な
る
事
が
起
き
て
い
る
こ
と
も
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
一
度
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
脅
か
す
い
ろ
い
ろ

な
事
を
整
理
し
向
き
合
い
、一つ
ひ
と
つ
不
安
解
消
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
お
忙
し
い
中
、適
切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師

の
先
生
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

貴
重
な
休
日
の
時
間
を
講
演
会
に
充
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

会
員
の
皆
様
に
、心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
）で
は
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ビ
ギ
ナ
ー
の
た
め
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
、身
近
な
話
題
か
ら
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
紹
介
し
、こ
れ
を
一

緒
に
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
た

も
の
で
す
。

　

青
少
年
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
社
会
の
実
現
を
目
指
し「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ビ
ギ
ナ
ー
の
た
め
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」を
活
用
し
現
状
の
理
解
と
、今
後
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
注
意
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
著
作
権
は
、内
閣

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）

が
保
有
し
て
い
ま
す
が
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
普
及
啓
発
活
動
に
利
用
す
る
限
り
に
お
い
て

は
、改
変
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
、ど
な
た
で
も

自
由
に
配
布
、印
刷
い
た
だ
け
ま
す
。

昆布の手かき体験

敦賀の工場見学
そば打ち体験
北陸新幹線の
トンネル見学

7月

8月

9月

10月

＜出典＞
内閣サイバーセキュリティセンター
（ＮＩＳＣ）ＷＥＢサイト



̶　7　̶

 平成29年3月28日 発行http://seisyounentsuruga.net第 号36

・・

・・・・

・・
・・

会
長　

柴
田
幹
男

し
か
っ
と「
し
か
の
教
育
」を

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議　

 

会 

長  

籠　

正
義

　
春
爛
漫
、子
ど
も
達
が
輝

く
入
園
・
入
学
そ
し
て
新
学

期
の
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
子
に
過
ぎ
た
る
宝
な
し
」を

実
感
す
る
時
で
も
あ
り
、私

達
も
親
と
し
て
大
人
と
し

て
、ま
た
地
域
の
一
員
と
し
て

子
ど
も
達
と
共
に
春
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
い
も
の
と
感
じ

ま
す
。

　
何
事
も
同
じ
で
す
が
、特

に
子
育
て
に
お
い
て
は
、親
・

大
人
達
が
自
ら
の
責
務
と
し

て
姿
勢
を
正
し
、自
ら
の
働

き
と
し
て
子
ど
も
達
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
あ
あ

し
て
ほ
し
い
」「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」と
他
に
求
め
る
前
に
、

自
分
自
身
の
存
在
の
意
義
や

立
場
を
確
認
す
る
中
で
、自

分
の
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
は

じ
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、子

ど
も
の
為
の「
し
か
の
教
育
」

を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は「
親
で
し
か
で
き

な
い
」「
家
庭
で
し
か
で
き
な

い
」「
地
域
で
し
か
で
き
な
い
」

そ
ん
な
教
育
が
あ
る
は
ず
で

あ
り
、ま
た「
今
で
し
か
で
き

な
い
教
育
」も
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違

い
は
あ
れ
、「
自
分
に
し
か
で

き
な
い
教
育
」を
ま
ず
考
え
、

実
践
し
子
ど
も
と
共
に
歩
む

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
の「
し
か
の
教
育
」が

主
体
的
に
機
能
さ
れ
る
上
で

他
の
多
く
の
方
々
や
組
織
等

と
有
機
的
な
連
携
が
加
わ
れ

ば
、子
宝
が
ザ
ッ
ク
ザ
ッ
ク

と
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
時
「々
し
か
の
教
育
」を

語
っ
て
き
ま
し
た
の
で「
ま

た
か
―
」と
思
わ
れ
る
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
教
育
は
最
も
廉
価
な
護
国

の
法
な
り
」と
の
名
言
も
あ

り
、子
ど
も
達
と
と
も
に
春

を
迎
え
、歩
み
た
い
と
の
気

持
か
ら
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

coramu
林 惠子の

Vol.27

　　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

今
年
度
も
こ
の
よ
う
に
多
く
の
賛

助
会
費
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　　
こ
れ
か
ら
も
青
少
年
育
成
活
動
に

一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 
賛
助
会
費
の
ご
報
告 

◆

☆賛助会員数 ・・・・・・・・・・・・ １３,５５６名
☆賛助会費 ・・・・・・・・・ ２,０４１,９８９円

〈 ２月28日現在 〉

　

敦
賀
市
文
化
協
会
は
、

敦
賀
市
の
文
化
向
上
と
、

会
員
相
互
の
連
携
と
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
34
年
11
月
に
、
加
盟
24

団
体
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
82
団
体

１
１
６
３
名
の
会
員
で
、

多
彩
な
文
化
を
自
ら
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
、「
敦
賀
市
民
文
化

祭
」、「
敦
賀
市
総
合
美
術

展
」
を
始
め
と
し
て
、
各
加

盟
文
化
団
体
が
、
様
々
な

文
化
芸
能
の
ジ
ャ
ン
ル
に

お
い
て
舞
台
発
表
や
展
示

会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆

様
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
下
17
市
町

文
化
協
会
か
ら
選
抜
さ
れ

た
多
彩
な
芸
能
団
体
の
出

演
に
よ
る
第
27
回
福
井
県

市
町
文
協
選
抜
芸
能
祭
が

９
月
24
日
に
敦
賀
市
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
ご
来
場
を
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様

と
会
員
が
手
を
携
え
て
、

敦
賀
市
の
文
化
を
守
る
後

継
者
を
育
て
、
市
民
文
化

の
発
展
・
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
春
は
、新
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

待
っ
て
い
る
季
節
で
す
ね
。
新
し
い

学
校
、新
し
い
仲
間
、う
き
う
き
す

る
と
同
時
に
不
安
も
多
い
も
の
で

す
。
特
に
、「
ど
ん
な
先
生
に
当
た
る

の
だ
ろ
う
?
う
ち
の
子
の
こ
と
理
解

し
て
も
ら
え
る
か
な
?
」わ
が
子
が

物
静
か
な
子
で
あ
れ
、目
立
ち
や
さ

ん
で
あ
れ
心
配
は
同
じ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
、集
団

に
入
る
と
同
時
に
、家
で
親
と
過
ご

す
時
間
よ
り
も
園
や
学
校
で
過
ご

す
時
間
の
方
が
長
く
な
る
事
が
多

く
な
り
ま
す
。
家
と
学
校
で
は
そ
れ

ぞ
れ
に
違
う
顔
を
見
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
が
小
さ
い
と

き
は
、大
人
達
に
は
そ
の
内
容
が
理

解
し
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一

人
の
子
ど
も
を
違
う
立
場
で
育
て
て

い
る
の
で
す
か
ら
、子
ど
も
達
に
関

わ
る
大
人
が
し
っ
か
り
と
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
担

任
の
先
生
と
保
護
者
と
は
、日
ご
ろ

の
様
子
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
遠

慮
な
く
聞
き
合
え
る
関
係
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
お
互
い
に
思
い
込
み
で

不
安
に
思
っ
て

い
た
こ
と
が
、

案
外
勘
違
い
だ

と
い
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
と
き
に
、ど
う
関
わ
っ
て
い
く
と

良
い
の
か
話
し
あ
い
、「
違
う
ぞ
」と

感
じ
た
と
き
に
、「
こ
う
思
う
」と
伝

え
、お
互
い
を
信
頼
し
合
い一
人
の
子

ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

信
頼
し
あ
え
る
関
係
に

敦
賀
市
文
化
協
会

ありがとう
ございました！

団
体

紹
介

平成28度の賛助金の募集結果は下記の通りです。



9：00～15：00

521

あ
そ
ぶ

体
験
す
る

家
族
の
ふ
れ
あ
い

見
る

̶　8　̶

平成29年3月28日 発行http://seisyounentsuruga.net第 号36

松原小学校 ２年　 平野 心望 さん

● 

第
39
回 

青
少
年
健
全
育
成

　
　
　

敦
賀
市
民
会
議
定
期
総
会

　
　

平
成
29
年
４
月
20
日（
木
）　

19
時
〜

　
　

会
場  

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ  

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

● 

第
35
回 

親
子
の
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　

平
成
29 
年
５
月
21
日（
日
）　

9
時
〜
15
時

　
　

会
場  

き
ら
め
き
み
な
と
館
と
そ
の
周
辺

● 

第
39
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会

　
　

平
成
29 
年
６
月
10
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

　
　

会
場  

プ
ラ
ザ
萬
象  

大
ホ
ー
ル

平
成
29
年
度

行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定

『 

役
割
を
自
覚
さ
せ
、

　　 

や
り
と
げ
る
態
度
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
15 
日
は
青
少
年
育
成
の
日

『 

こ
ど
も
の
成
長
を
祝
い
、

　　 

み
ん
な
の
夢
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

事
務
局　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内

　

〒
９
１
４-

０
０
４
７ 

敦
賀
市
東
洋
町
１
の
１

『
青
少
年
つ
る
が
』第
36
号

平
成
29
年
３
月
28
日

編
集
・
発
行　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  aig
o
@
to
n2
1
.ne
.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
２
３
┃
０
１
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
３
┃
０
５
２
３

皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

青少年健全育成
敦賀市民会議の
シンボルマーク

大

人が
変われば

子
ど

もも変わる

運
動

家

庭 の 日

  毎月第３日曜
日

  
 
　子どもたちの笑顔が見たい、親子で楽しめる時間
と場所を提供したい、それらを市民会議の皆さんの
合言葉として毎年開催している親子のフェスティバ
ルも今年で 35 回目を迎えます。今年は、5月21日
の第３日曜日10:00 ～ 15:00（9:00～オープニング
アクト・9：30～開会式）きらめきみなと館と西側の駐
車場周辺で開催します。今年も新しい企画を取り入
れて家族そろって楽しめるものを用意する予定です。
見て、聞いて、楽しんで、体験できるものが満載です。
　皆さん、今年も親子のフェスティバルに是非お越
しください。皆さんのお越しをお待ちしています。

第 35回親子のフェスティバル　　
運営委員長　池田裕太郎 

9：00～
9：30～
10：00～

オープニングアクト
開会式
オープン

第

35
回

親子の2017

フェスティバルフェスティバルフェスティバル

きらめきみなと館と その周辺
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